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理科(物理)     東京大学 （前期） 1/1 

＜全体分析＞ 試験時間 2科目で150分 

解答形式 

   論述式，選択式 

 

分量・難易（前年比較） 分量（減少・変化なし・増加） 難易（易化・変化なし・難化） 

小問数が非常に増加したが，難易度には変化はない。 

 

出題の特徴 

  重心を考える問題（第１問），交流回路と荷電粒子の共振を考えさせる問題（第２問）が出題されたが，

いずれも標準的な物理を丁寧に考えさせる問題であった。 

 

その他トピックス 

  なし。 

 

＜大問分析＞ 

番号 出題形式 出題分野･ﾃｰﾏ 範囲 
コメント（設問内容・答案作成上のポイ

ントなど） 
難易度 

第１問 
論述式 

選択式 

力学 

糸やゴムの両端に

付けられた２物体

の運動 

物理 

I．基本的な一直線上の２つの小球の衝突

問題。 

II．糸の両端の２つの小球の運動。糸が

張る瞬間は弾性衝突の場合と同じであ

る。 

Ⅲ．ゴムの両端の２つの小球の運動。重

心のまわりの単振動を正しく処理するこ

とが重要である。 

標準 

第２問 論述式 

電磁気 

交流回路と電磁場

中での荷電粒子の

共振現象 

物理 

交流回路と電磁場中での荷電粒子の運動

についての基礎を問う問題。仕事率P が

角周波数の簡単な関数なので，共振周

波数を見出すのは容易である。消去すべ

き物理量に注意が必要である。 

やや易 

第３問 
論述式 

選択式 

波動 

波の干渉， 

波の反射，屈折， 

ドップラー効果 

物理 

状況がすぐには把握できない設問もある

が，波の射線や波面を図示しながら解い

ていけばよい。設問数が多いので，素早

く簡潔に解答する必要がある。 

標準 

※難易度は５段階「難・やや難・標準・やや易・易」で、当該大学の全統模試入試ランキングを基準として判断 

しています。 

＜学習対策＞ 

物理の標準的な学習が一通り終わったら，実験的な問題にも目を向けると同時に，思考力を要する問題をじ

っくり解く練習をしておこう。 

細かな計算を正確に行うだけでなく，物理の全体的状況把握に努めよう。 

物理の学習において，基本法則に基づかれた物理の定性的な理解が最も重要である。その上で，定量的な考

察を行う計算力をつけよう。 

 

 


